
近未来コンクリート研究会 

第 3 回 RC 構造物の延命化のための維持管理技術協議会（M 協議会） 

議事メモ 

 

日時：平成 31 年 1 月 29 日 13：00～15：00 

場所：コンクリートメンテナンス協会会議室 

議事メモ：以下の通り 

 

〇前回議事録確認 

9 月 19 日開催の第 1 回 M 協議会議事録を確認し、了承された。 

  

〇十河会長より 

  資料「Ⅲ～Ⅳ判定の橋梁に対する補修の着手率」に基づき、点検結果に対する補修対策の着手率の

低さ（特に県市町村）が紹介され、M 協議会での取り組みの重要性について説明がなされた。 

 

〇延命化のための課題抽出・整理 

第 2 回と同様に、参加者にメールにて事前に【延命化のための課題抽出・整理】一覧表を配布し、

維持管理全般の現状に関する問題点、課題、不都合な点などを記入していただいた。それらの内容を

紹介、説明するとともに、参加者から「現状・課題」の項目についてさらなる意見を募り、意見交換

を行った。 

以下、いただいたご意見の概要を示す。 

 ・技術者だけでなく一般にもわかりやすい維持管理を進めるべきである。 

 ・劣化の中でも特に複合劣化の予測は容易ではない。また複雑な組み合わせが考えられる。 

 ・現場条件と試験室では条件が異なるため再現が難しい。 

 ・例えば余寿命（残存供用年数）を 50 年とする場合でも、構造物毎に「現時点の健全度」「荷重等の

力学的条件」「材料劣化と環境の影響」などが異なるため、一律に劣化曲線を描くことはできない。 

 ・確実な状況評価ができない以上、寿命の保証ができない。 

 ・各自治体とも 5 年に 1 度の定期点検に多大な費用がかかっている。維持管理費用の予算が限られる

中、点検予算の確保すら容易ではない状況。当然、補修対策までとても予算が回らないという現状

が続いている。 

 ・包括的民間委託契約、複数年契約などの新しい契約制度に関する情報提供がなされた 

 ・維持管理の重要性を市民レベルで理解してもらうための手段として、貸借対照表を活用する事例の

紹介がなされた。 

 ・市民は理解してくれないことを前提として考えると、講習会形式では困難。 

 ・他産業とのタイアップの可能性（郵便局、農協などのネットワークを活用できないか） 

 ・その他 

 

〇次回予定 

・次回の第４回 M 協議会は 3 月 12 日（火）13：00～15：00※とする。 

  ⇒※再調整の結果、次回日程は 2019 年 3 月 12 日（火）10：00～12：00 となりました。 


